
第１回富良野市教育振興基本計画策定委員会 議案 

                  と き 令和７年６月２６日(木) １８時～ 

                  ところ 市複合庁舎 会議室ＡＢ 

１．開 会 

 

２．辞令交付 

 

３．教育長あいさつ 

 

４．委員自己紹介 

 

５．富良野市教育振興基本計画策定委員会設置要綱について      

      

６．議 題 

 (1) 委員長・副委員長の選出について 

     委 員 長               

     副委員長               

       〃                

       〃                

 

(2) 諮 問 

    「第１次富良野市教育振興基本計画」の策定について  

 

  (3) 今後の進め方およびスケジュールについて 

 

７．その他 

  

８．閉 会 



＜富良野市教育振興基本計画策定委員会＞ 

  ○学校教育指導委員構成員    

№ 氏   名 所  属 職 名 委 嘱 期 間 

１ 大 柄 洋 樹 樹海学校 校 長 R7年 5月 1日～R9年 4月 30日 

２ 島 村 圭 吾 麓郷小中学校 校 長 R6年 5月 1日～R8年 4月 30日 

３ 秋 田 泰 将 富良野小学校 教 頭 R6年 5月 1日～R8年 4月 30日 

４ 末 永   大 東小学校 教 頭 R7年 5月 1日～R9年 4月 30日 

５ 大 塚 竜 志 麓郷中学校 教 頭 R7年 5月 1日～R9年 4月 30日 

６ 小石川   享 富良野小学校 教 諭 R6年 5月 1日～R8年 4月 30日 

７ 船 木 孝 史 扇山小学校 教 諭 R6年 5月 1日～R8年 4月 30日 

８ 上 杉 直 輝 東小学校 教 諭 R7年 5月 1日～R9年 4月 30日 

９ 角   明 樹 富良野東中学校 教 諭 R7年 5月 1日～R9年 4月 30日 

10 中 西 秀 幸 富良野西中学校 教 諭 R7年 5月 1日～R8年 4月 30日 

 

 ○社会教育委員構成員    

№ 氏   名 職場・団体等 委 嘱 期 間 

１ 天 日   守 人権擁護委員 R6年 5月 1日～R8年 4月 30日 

２ 遠 藤 和 章 NPO 法人ふらのスポーツ協会 R6年 5月 1日～R8年 4月 30日 

３ 田 畑 幹 夫 富良野小学校 R6年 5月 1日～R8年 4月 30日 

４ 岡 本 浩 一 富良野高等学校 R6年 5月 1日～R8年 4月 30日 

５ 原   あけみ 富良野文化団体協議会 R6年 5月 1日～R8年 4月 30日 

６ 大 橋 修 一 富良野市子ども会育成連絡協議会 R6年 5月 1日～R8年 4月 30日 

７ 北   壮 肇 富良野市 PTA連合会 R7年 5月 1日～R8年 4月 30日 

８ 永 盛 俊 行 富良野の自然に親しむ会 R6年 5月 1日～R8年 4月 30日 

９ 中 田 昭 子 公募委員 R6年 5月 1日～R8年 4月 30日 

 



富良野市教育振興基本計画策定委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 教育基本法（平成 18 年法律第 120 号）第 17 条第 2 項に基づく本市の教育振興基本計

画（以下「基本計画」という。）を策定するため、富良野市教育振興基本計画策定委員会（以

下「策定委員会」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 策定委員会は、富良野市教育委員会（以下「教育委員会」という。）の諮問に応じて、

次に掲げる事項を調査審議すること。 

(1) 基本計画の策定に関すること 

(2) その他基本計画に関し教育委員会が必要と認める事項 

（構成） 

第３条 策定委員会の構成員は、次の号に掲げる者とする。 

 (1) 富良野市学校教育指導委員会の委員 

 (2) 富良野市社会教育委員 

 （役員） 

第４条 策定委員会に次の役員を置く。 

 (1) 委員長   1名 

 (2) 副委員長  3名 

２ 役員は委員の互選により選出する。 

３ 委員長は会務を総理し、策定員会を代表する。 

４ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は欠けたときは、その職務を代理す

る。 

 （会議） 

第５条 策定委員会の会議は、委員長が招集し、その議長になる。 

２ 委員長は必要があると認めるときは、構成員以外の者を会議に出席させて意見を聴き、又は

資料の提出を求めることができるものとする。 

 （部会） 

第６条 策定委員会に、その所掌事務を分掌させるために部会を置くものとする。 

 (1) 学校教育部会  学校教育指導委員会の委員 

 (2) 社会教育部会  社会教育委員 

２ 部会に部会長を置く。 

３ 部会長は、学校教育指導委員会並びに社会教育委員の委員長とする。 

４ 部会長に事故があるとき又は欠けたときは、学校教育指導委員会並びに社会教育委員の副委

員長がその職務を代理する。 

５ 部会の会議については、前条の規定を準用する。 

 （庶務） 

第７条 策定委員会の庶務は、教育委員会教育部教育支援課において処理する。 



（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は教育委員会が定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、令和 2 年 4月 1日から施行する。 

２ この要綱の施行の日以後最初に開催される策定委員会の会議並びに委員長が互選されるま

での間の会議の主宰は、第 5条の規定にかかわらず、教育長が行う。 



諮  問  書 
令和７年６月２６日 

 

富良野市教育振興基本計画策定委員会   

委員長  天 日   守 様 

 

富良野市教育委員会教育長 近 内 栄 一  

 

第２次富良野市教育振興基本計画の策定について 

 

 令和８年度から令和１２年度までの５年間にわたる「第２次富良野市教育振興基本

計画」策定について、下記の理由により諮問いたします。 

 

（ 諮問の理由 ） 

 本市では、富良野市の教育の基本理念とめざす姿を明らかにし、教育実践を進める

ことを目的に、令和２年度に「第１次富良野市教育振興基本計画（平成３年度～令和

７年度）」を策定し、「未来を切り拓く人づくり 豊かな心を育むまちづくり」を基本

理念とした特色ある教育を推進してまいりました。 

 この間、人口減少や少子高齢化、グローバル化、技術革新など、社会情勢は目まぐ

るしく変化しており、こうした激しい時代の変化に対応できる次代を担う人材を育み、

生涯学習社会の実現をめざすため、引き続き学校教育と社会教育が一体となり、幼児

期からの教育と生涯にわたる学習や能力向上を推進する必要があります。 

現行の計画の成果を検証し課題を明らかにするとともに、令和８年から令和１２年

度を期間とする「第２次富良野市教育振興基本計画」の策定について、ご審議下さい

ますようお願いいたします。 

  

○写  


